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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月8日(2017.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　鋳造に際し、空洞部３は、開口部４に塗布した塗型剤によって支持される。空洞部３を
支持する開口部４の塗型剤を、断面２次モーメントＩ、鉛直方向の板厚ｈ、長さＬの梁と
仮定する。梁理論から、端部に浮力Ｆが作用する片持ち梁の最大応力σmaxを求めると、
次の式（３）のように概算される。なお、開口部４内の砂が荷重を負担しないことを前提
にしている。
　σmax＝Ｍ／Ｉ×ｈ／２＝ｈＦＬ／２Ｉ＝ｈＶ（ρm－ρs）Ｌ／２Ｉ　・・・式（３）
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　例えば、開口部４を円柱状とすると、塗型剤は円管状の層となる。開口部４の円柱の直
径をＤ、塗型剤の厚みをｔとすると、断面２次モーメントＩは以下の式（６）で表せる。
また、鉛直方向の板厚ｈは以下の式（７）で表せる。
　Ｉ＝π｛Ｄ4－（Ｄ－２ｔ）4｝／６４　・・・式（６）
　ｈ＝Ｄ　・・・式（７）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　開口部４の塗型剤の断面積をＡとして、梁理論から、端部に浮力Ｆが作用する片持ち梁
の最大応力σmaxを求めると、次の式（１１）のように概算される。
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　σmax＝Ｍ／Ｉ×ｈ／２－Ｆａ＝ｈＦｖＬ／２Ｉ－Ｆａ
　　　　＝Ｖ（ρm－ρs）｛（ｈＬ／２Ｉ）ｓｉｎθ－ｃｏｓθ｝　・・・式（１１）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　ねずみ鋳鉄の密度および自硬性砂のかさ密度を式（２）に代入すると、以下のようにな
る。
　Ｆ＝Ｖ（ρm－ρs）＝５０×５０×１００×（７．１－１．４）×１０-6ｋｇｆ
　　　　　　　　　　＝１．４ｋｇｆ＝１４Ｎ
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　ここで、熱間強度σｂが不明の塗型剤を２度塗りし、塗型剤の平均厚みを０．８ｍｍと
した。なお、塗型剤の熱間強度を直接測定することは困難である。式（６）に代入して、
開口部の塗型剤の断面２次モーメントＩを求めると、以下のようになる。
　Ｉ＝π｛１６4－（１６－２×０．８）4｝／６４＝１．１×１０3

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　また、式（３）の右辺は、以下のようになる。
　ｈＶ（ρm－ρs）Ｌ／２Ｉ＝１６×１４×２５／（２×（１．１×１０3））
　　　　　　　　　　　　　＝８×１４×２５／（１．１×１０3）
　　　　　　　　　　　　　＝２．５ＭＰａ
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